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みんなの居場所「ひらや照らす」コロナ下での活動
	 牛山	美緒　USHIYAMA	Mio

「with コロナでの換気」～「今すぐコレだけでも気
をつけよう！」	 吉野	泰子　YOSHINO	Yasuko

自粛要請下で出会った飲み物
	 小野	全子　ONO	Masako

NPOア！の年間誌 26号すべてオンライン編集
	 渡邉	喜代美　WATANABE	Kiyomi

　115 号で紹介した「ひらや照らす」。新型コロナが広
がり始めてから、国立市の方針に従い２月末から閉所し
ていた。６月に会員で話し合い、非接触体温計での検
温、手指の消毒、定員は 10 名を目途に、滞在は２時間以
内、窓は開放、飲料は紙コップ使用などを決めた。開所
日を少なくして７月より順次再開。写真は 7/11( 土 ) 開
催のメモリーカフェ。
コロナ下で同じマン
ションの方を気遣う
話、地方の知り合い
がマスクを送ってく
れた話、WEB で話を
する会の話などが出
さ れ た。 次 回 か ら、
自分史づくりの「思
い出ノート」を作る
ことになった。

① エアコン稼働＋扇風機＋サーキュレーターが経済的に
は best.

② エアコンとサーキュレーターは、対角線上に配置する
のが理想的。

③ 汚染物質の発生しやすい（トイレ・浴室・台所等）は、
できるだけ風下に設置することが望ましい。

④ 東京理科大倉渕研究室のシ
ミュレーション結果で明確な
ように 2 開口対 1 開口の汚染
空気室の換気時間は、1 開口
の場合は 45 分、2 開口では、
7 分とその差は歴然であった。

　3 月中旬より自粛要請があり、活動も少なくなり、会議
もパソコンでの会議のため、室内でパソコンに向かう毎
日を過ごしております。その中で、最近紹介された飲み
物に興味を待ちました。
　バルト 3 国の一つリトアニアの製品です。認定された
有機森林地帯で生息する健康な白樺の木の幹から採取し
たものです。その効用は抗酸化作用をはじめ、豊富なア
ミノ酸、デトックス効
果など体調を整えてく
れる栄養成分がいっぱ
い詰まっているようで
す。
　この飲み物に出会
い、活動が少なくなり、
健康も損なわれやすい
状態から救われたよう
な気がしました。

　NPO ア！の年間誌 26 号はコロナ禍中、すべてオンラ
イン編集。120P の冊子。Zoom 編集会議は 5 回、各自寄
稿はメールに添付。集る経費が不要な分、メール、電話
も多用。深夜に至ることが欠点。オンライン編集いいね！
70％。でもね！面子を合わせた編集会議は重要。今後も
役立つ貴重な体験。

ものつくり大学の実習とコロナウイルス対策
	 宮本	伸子　MIYAMOTO	Nobuko

　新型コロナウイルス感染拡大は、全国の大学に大きな
打撃を与えました。
　ものつくり大学でも遠隔授業を導入せざるを得なくなり
ました。そのためのカリキュラムの見直しなども大変でし
たが、何より、学生の自宅や下宿先の通信環境が良好なわ
けでないことから「スマホで見られる授業にする」という
命題が最も負荷が高かったことです。
　6 月 29 日からは実
習科目中心の対面授
業と講義系の遠隔授
業の併用としました
ので、夏の暑い時期
の実習を乗り切るた
め、眼鏡タイプのフェ
イスシールドを、全
学生、教職員分用意
しました。

緊急事態宣言中の巣籠もり生活
	 森田	美紀　MORITA	Miki

　3 月半ばから私たちの巣籠もり生活は始まった。
　型紙が手に入ったこともあり、マスクを作り始めた。
かれこれ 100 枚は作ったと思う。作っているのは、夫、
上田浩二 ?!（賛助会員）である。
　最初に作ったマスクから、不織布などのフィルターを
入れるポケットをつけ、型崩れを防ぐためのステッチや、
ノーズワイヤーを止め付けるなど、数回の改良を加え、
メキメキ腕は上がり、マ
スクの出来栄えは格段に
良くなった。作ったマス
クは両親や兄弟、友人な
どに配っている。緊急事
態宣言は解除され、巣籠
もり生活は終わったが、
ここのところの感染者の
急増で、新しい生活様式
についても手探りだが、
工夫を始めている。表表紙 裏表紙（360 度カメラで会場風景）

フェイスシールドを付けて安全祈願祭で
拝礼する建設学科三原教授

上田浩二製手作りマスクの一部

メモリーカフェ　「思い出ノート」をつ
くりましょうか

Sip Sap ホワイトバーチウォーター
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■編集後記
Zoom 会議にもようやく慣れてきたが、やはり会って話すのが
いいな（牛山）／ 7 月の長雨に慣れ過ぎて、水やりが億劫にな
りそうです ( 飯田 ) ／新型コロナ第 2 波か、足下にヒタヒタと
感染者の増加（薄井）／感染者急増の名古屋にて、再び巣ごも
り生活準備中 ( 杉原 ) ／水害とコロナのダブルパンチの被災地
へ何もできない我が脆弱！傘寿にライン言語習得か！うーん（渡
邉）／コロナウイルス、暑さで吹き飛ばしたし！（宮本）／マ
スクに隠れて表情が消え（？）朝「ニッ！」っと鏡に（井出）
／生活者として女性の視座から、現況をいかにのりこえ、未来
に繋ぐか（御舩）

■役員会報告
2020 年度第 1 回 5 月 14 日 オンライン会議　オンラインによる書面
総会の審議 6/25 開催予定　事前送付の総会資料、書面決済書および
委任状など確認　役員改選による交代案報告　岩泉よりマスク等を頂
く・そのお礼について　NL115 号 4 月 25 日発刊　2020 年度第 2 回
7 月 9 日オンライン会議　6/25 書面総会の審議の結果報告　新理事
紹介　NL116 号編集会議報告と記事募集依頼　首都防災ウィークへ
オンライン参加準備　7 月大雨災害の会員状況報告
■１面写真 ( 右上）は八代市役所建築課勤務の盛高麻衣子氏の提供。
4 年前発災した熊本地震以降 UIFA-J は熊本建築士会女性部会と「住
まいの相談カフェ」を行ってきた。7/4、今また彼の地は被災し、
彼らの支援がこの橋近くの避難所から始まっている。

〈訂正とお詫び〉114 号で “被災地通信（23）” としていましたが、正しくは “被災地通信（24）” でした。ここに訂正の上お詫びいたします。

　2019 年 10 月台風 19 号による仙台隣接丸森町の大
水害が起きた。町中心部の山水排水オーバーによる氾
濫、周囲山間部からの支流合流点近くの増水氾濫や、
幾つもの土砂崩れ。のどかな美しい里山風景が一瞬に
して変わってしまった。UIFA からも沢山支援物資を
送った丸森町。被災から 9 か月経た 6 月 12 日、よう
やく町による復興基本方針が町民に示された。町全体
1/4 を超える 1300 世帯が住宅被害を受け、家屋浸水は
1000 世帯以上。土木農林、主要施設など被害総額は町
予算の約 5 年分 400 億円を超すらしい。500 名に上る
避難所生活の方々も昨年建設した 208 戸の応急仮設住
宅へ移動できたが、2025 年３月の完成を目指し 1 日も
早い復興事業に期待する。
　特記すべきは町産材の活用・地元業者への発注を図
るべく、森林組合や町内事業者らによる協議会を発足
させ、被災した神明地区町営住宅を解体整備後、町に
買い取りしてもらう方式の災害公営住宅・町営住宅整
備を目論んでいる事。
　また大規模氾濫被害地の五福谷川沿い向原地区住民
らのように、村のコミュニティを守るべく、国の策と
は別に、自分達で集団移転地を取得、道路やインフラ
整備は町に頼り、自宅再建を図るというコミュニティ
重視の復興を目指している点だ。
　これら丸森町災害復興施策に、UIFA も何らかの形で
協力の機会が持てたらと思う。

丸森町災害復興住宅の今	 岩井 紘子
Marumori-cho Recovery Housing After Flood 	
Disaster	 IWAI Hiroko

被災地通信（25）

　日本民俗建築学会は 1950 
年に創設され、本年創立 70
周年を迎えるにあたり、記念
事業の一つとして、会員 68
名の執筆による「民家を知る
旅 日本の民家見どころ案内」
が刊行された。UIFA JAPON
会員の白井正子、宮崎玲子、
林屋雅江、岸本の 4 名が学会
員であり、68 名の執筆者の
内の一人に白井さんがいる。
　本書は建築学、民俗学、地
理学、家政学など多岐にわた
る分野で民家の研究に携わってきた方々が、第一部で
民家の構造、そこで営まれた生活や景観などについて、
第二部で、日本の民家約 100 例を地域別に、見開き
2 ページに図版や写真とともに紹介している。その中
で白井さんは、東日本の民家の中では最古級の神奈川
県秦野市の重文民家について担当されている。
　近年民家は保存に加え、現代に生かしていく活用も
重視されるようになり、古民家カフェ、古民家の宿な
ど、若い世代を中心に人気がある。古い建物が内包す
る暮らしや文化を体験したうえで、本著をめくりそこ
での伝統的な生活や祭事、特徴的な構造とその意味を
知ることで興味を深め、保存・活用に意識が膨らむこ
とが望まれる。
　しばらくはコロナによる新しい生活様式のため自由
気ままな旅はできそうにないので、ページを開き各地
の民家を旅してはいかがでしょう。

民家を知る旅 日本の民家見どころ案内
一般社団法人 日本民俗建築学会 編

•　単行本（ソフトカバー）: 272 ページ
•　出版社 : 彰国社
•　4950 円 (4500 円 + 税 )

「民家を知る旅 日本の民家見どころ案内」
一般社団法人 日本民俗建築学会 編� 岸本 裕子
Japanese Minka Handbook� KISHIMOTO Hiroko

会員参加の本

今もっての被災地　丸森町の現状（2020 年 7 月 16 日）


